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カタルーニャ自治州の面積は、3 万 2 千 km2（関東平野とほぼ同じ）でスペイン全体の 6.4％
に相当する。人口は約 750万人で、これはスペイン全体の 16％に当たる。 
カタルーニャは独自の言語（カタルーニャ語）2と歴史（1714 年にスペイン継承戦争で敗北
                                                   
※ 本稿は、科研費（基盤 C) 平成 27－29 年度「交錯する民族性と領域性の境界：バスクとカタルーニ
ャのパラデイブロマシー比較研究」（研究代表者：萩尾生）、課題番号： 15K01873)の助成による成果
の一部である。 
1 本稿の本論部分は、筆者をオーガナイザーとして実施された 2017 年度愛知県立大学公開講座『地
域から国民国家を問い直す』の筆者の講演「カタルーニャの独立運動とスペイン」2017 年 11 月 25 日
（於愛知県立大学）； 奥野良知「なぜ独立したいの？ いまさら聞けない「カタルーニャ独立問題」を徹
底解説」『クーリエ・ジャポン』講談社クーリエ、2017 年 10 月 15 日； 奥野良知「独立派を急増させた２
つの出来事とは？いまさら聞けない「カタルーニャ独立問題」を徹底解説」『クーリエ・ジャポン』講談社ク
ーリエ、2017年 10月 16日； 奥野良知「ネイションとしての否定と独立支持の急増の背景」『図書新聞』

















んで、スペインで唯一典型的な産業革命が生じた地域でもあり5、スペインの GDP の約 20％

















らない。カタルーニャの集合的アイデンティティについては、Josep Fontana, La formació d'una 


















図 1 カタルーニャのあるべき姿は？ 
 
 
出典： Antoni Segura, Crònica del Catalanisme, De l’autonomia a la Independència, 
Barcelona, Angle Editorial, Barcelona, 2013, p.250. 元出所は CEO (Centre d’Estudis 
d’Opinió)。 
  
                                                   







































































                                                   
9 本節のより詳細な情報と書誌情報については、奥野良知「カタルーニャの独立へ向けたプロセス






会の内訳は､1977年 6月の総選挙の結果(民主中道連合 165、社会労働党 118、スペイン共産党 20、
国民同盟 16、カタルーニャ民主集中 11、バスク・ナショナリスト党 8）を反映して、民主中道連合 3 名、
社会労働党、スペイン共産党、国民同盟、カタルーニャ・バスク議員グループ各 1名だった。 
11 憲法第 2条の前半部分は、“La Constitución se fundamenta en la indisoluble unidad de la 
Nación española, patria común e indivisible de todos los españoles”「憲法は、全てのスペイン人
の共通かつ不可分の祖国であるスペイン・ネイション (スペイン国民）のゆるぎない統一に基礎を置く」と
している。ちはみに、「共通且つ不可分の祖国」はスペイン軍のモットーと酷似している。 
12  憲法第 2 条後半部分は、 “y reconoce y garantiza el derecho a la autonomía de las 
nacionalidades y regiones que la integran y la solidaridad entre todas elles”.「スペイン・ネイシ
ョン(スペイン国民)を構成するナショナリティ (nacionalidades)と諸地域(regiones)の自治権およびこ
れらの間の連帯を承認しかつ保証する」となっている。ここにあるように、本文中に記した「ナショナリティ」









































































                                                   
14 正確には、国民同盟 16 人中、5 人が反対、3 人が棄権した。Elaboración y aprobación de la 
Constitución Española de 1978, 
〔http://www.congreso.es/consti/constitucion/elaboracion/〕 
15 「民族」と「国民」については、註8を参照。78年憲法制定当時の同憲法に対する国民同盟、バスク、
カタルーニャの対応については、特に次を参照。Jaime Pastor, “Fue la transición Política una 
oportunidad perdida?”, en  Jaime Pastor, Cataluña quiere decidir, Icaria editorial 
(Barcelona), 2014, pp. 33-34. 






































立反対にするに際し、同党は分裂している。以上の点については、例えば Marc Guinjoan i Cesena, 
/ Toni Rodon i Casarramonta, / Marc Sanjaume i Calvet, Catalunya, un pas endavant, Angle 
Editorial, Barcelona, 2013, pp. 12, 34-39に詳しい。 

























僅かずつではあるが増加し始めており、07 年には 20%近くに達している、また、09 年にも上






















21 なぜバスクとナバーラのみなのかという点については、註 19を参照。 





















                                                   
23 従って、共同通信配信のカタルーニャについての次のような説明は、全く間違いである。「同じく民族
意識の強い北部バスク自治州とともに、他の自治州と比べて財政面などで高度な自治権が認められ」。
『東京・中日新聞』2017 年 12 月 22 日。本文に記したように、バスクは財政的に独立国家ともいえる状
態であるのに対し、カタルーニャには財政面での高度な自治権はない。また、「民族」という語の使用に




次に詳しい。Bel, Germà, Espanya, Capital París. Tots els camins porten a Madrid, Edicions 























し、多い時には 50％近くにまで達するようになった。また 2012 年以後は（13 年を除く）、毎年





月 9 日の非公式の住民投票（9N）も違憲とされた32。また違憲である 9N を実施した廉で当時
の自治政府首相マスが起訴され、17 年 3 月には憲法裁の中止命令への不服従の罪で約 5







                                                   
28 カタルーニャ自治州議会は 2010 年 7 月に「闘牛禁止法」を可決し、12 年 1 月 1 日より施行されて




月と 16年 4月に違憲判決が出されている。 









32 2014 年 4 月 8 日、カタルーニャ自治州議会はスペイン下院に、「法的拘束力のある住民投票」を実
施する権限をカタルーニャ自治州に移譲することを求めたが下院で否決された。これを受けて、同年 9
月 19 日、自治州議会は、「法的拘束力のない住民投票〔意向調査〕を行うための法を可決し、27 日に
は「住民投票〔意向調査〕を告示する政令」にマスが署名し、11 月 9 日に実施するとした。だが 29 日、
中央政府はこれを憲法裁判所に提訴し、同日憲法裁が同法と同政令に対し、予防的措置として停止命
令を出した。そこで、州政府は「住民投票〔意向調査〕」をボランティアの手による「非公式で」実施すると
したが、ラホイ政権はこれも憲法裁判所に提訴し、憲法裁は 11 月 4 日に中止命令を出した。だが、11




















                                                   
33 カタルーニャ民主集中とは、選挙連合兼統一会派を解消した「集中と統一」の「集中」のことで、後に
ヨーロッパ・カタルーニャ民主党と党名変更する。註 31参照。 














補論： 2017年 10月 1日の住民投票と 12月 21日の選挙結果36 
 
1） 2017年 10月 1日の住民投票と自治権停止 
 






ゆるポスターを法律違反とした。そのような中、9 月 20 日、自治州政府高官 14名を治安警察
が住民投票の準備を進めた罪で逮捕し、同日午後のバルセローナ市では 4 万人の人々が抗
議デモを行った。 






















                                                   
36 この補論は、主に奥野良知「カタルーニャ・識者談話 住民の意識二極化」時事通信社、2017 年 12
月 23 日；奥野良知「問われる EU の対応」『中日・東京新聞』2017 年 12 月 24 日朝刊、奥野良知「ネ
イションとしての否定と独立支持の急増の背景」『図書新聞』3333 号、2018 年 1 月 1 日付け（2017 年


















ー（イスパニダー〔スペイン性〕の日）では、バルセローナで 6 万 5 千人が早期の 155 条の適
用とスペインの一体性を訴えた。両日のデモ（特に後者）で顕著となったのは、「ウルトラ」と呼
ばれるスペイン・ナショナリズムの極右勢力の活性化と、それを容認する反対派の空気である。 































れ、出頭組の内、1 名を除く 8 名（ジュンケーラスを含む）は、そのままマドリードの刑務所に収
監された38。 




























                                                   
37 155 条による自治権停止に伴い、Diplocat（カタルーニャ外交評議会）も廃止され、カタルーニャ自
治政府がヨーロッパの主要都市に設置していた在外公館もほぼすべて閉鎖された。ちなみに Diplocat
は日本では、2014 年 3 月に大阪大学と東京外大で、2017 年 7 月には神戸大学と早稲田大学で、カ
タルーニャの自決権に関するシンポジウムを開催している。 




































 シウダダーノスは、10 月 1 日に任務に当たった（暴力を振るった）スペイン警察への勲章の
授与も主張している。また、カタルーニャ自治州で公務員になる際に必要とされている要件か
らカタルーニャ語を外すよう主張し始めてもいる。2018 年に入ってからの複数の世論調査で
                                                   

























































CatComú： カタルーニャ・アン・クムー。プデム（カタルーニャのポデモス）とカタルーニャのた㻌 㻌 㻌 㻌
めのイニシアティブ等の選挙連合兼議会内会派 
CatSíque...：カタルーニャ・シー・カ・アス・ポット。プデム（カタルーニャのポデモス）とカタルー㻌
ニャのためのイニシアティブ等の選挙連合兼議会内会派 
C’s： シウダダーノス/シウタダンス。反対派（155条派）右派。 
PSC： カタルーニャ社会党（スペイン社会労働党の姉妹政党）。反対派（155条派）左派。 
PP： 国民党。反対派（155条派）右派。 
 
 
中間派： 
スペインをマルチ・ナショナルな国家と規定する憲法改正を主張していて、カタルーニャの自
己決定権（自分たちのことを自分たちで決める権利）や自決権（投票によりスペインからの独立
を問う権利）を認めているが、独立への是非は党員により異なる。 
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